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はじめに
　NICU入院となった児を持つ母親は、母子分離とな
り、児との限られた時間の中で育児指導を受け退院と
なる。そのため、育児に対する不安や母子分離に伴う
親の役割葛藤があると予測される。
　現在、NICUでは退院間近な児の保護者に対し、プラ
イマリナースを中心に育児指導を行うとともに、退院
後は電話相談にて育児へのサポートをしている。しか
し、指導内容の統一化がされていないため、電話相談
も似た質問が多い。そこで保護者にとって現在行って
いる指導内容は効果的なものであり、不安の軽減につ
ながっているのか疑問に思った。
　今回、電話相談の内容とアンケート実施の結果を分
析し、よりよい育児指導を目指すために退院パンフレ
ットの必要性が明確になったので、ここに報告する。
1研究目的
1．現在の育児指導を振り返り、保護者の育児に対す
　る不安の軽減に役立っているかを研究する。
2．今後の育児指導の方法を再検討する。
皿研究方法
ユ．調査対象：
　1）平成14年1月～平成18年6月に対応した電話相
　　　談内容
　2）平成17年5月～平成18年5月の問に私立大学病
　　　院NICU・GCUを退院した児の保護者130名
2．調査期間：平成18年8月1日～平成18年8月25日
3．調査方法：
　1）平成14年1月～平成18年6月に退院した児の保
　　　護者へ対応した電話相談内容を統計・分析
　2）分析内容よりアンケートを作成、郵送にて配布
　　　し回収
皿倫理的配慮
　研究対象である保護者ヘアンケート紙と共に研究の
趣旨およびプライバシーについて記載した文書を郵
送。同意が得られた保護者のみを対象とし研究へは自
由参加とした。
　アンケートの回答は個人が特定できないよう無記名
で行い、プライバシーを厳守した。
］V結果
1．電話相談内容
　　分析結果より、ミルクの飲ませ方・増やし方・
　直接母乳について、40名（70％）・排泄状態につい
　て、20名（35％）・皮膚トラブルについて（発疹・
　発赤・腫脹）、18名（31％）の順で相談件数が多か
　つた。（図1）
2．アンケート
　　アンケート実施より回収67名・有効回答率52％
　であった。
　　出産時の平均年齢は32．7歳で、初産が48名（76％）
　であった。面会へは54名（81％）が毎日来ていると
　の回答が得られた。
　　看護師による退院指導の説明に満足できたか？
　は、
　1）ミルクの対処
　　　　とてもそう思う・そう思う、嘔吐予防51名
　　　（76％）・嘔吐時44名（66％）・飲ませ方64名
　　　（95％）・増やし方51名（75％）であった。
　　　一方、あまり思わない・全く思わない、嘔吐
　　予防7名（10％）・嘔吐時9名（14％）・飲ませ
　　方1名（1％）・増やし方7名（14％）であった。
　　　（図2，3，4，5）
　2）体温管理
　　　　とてもそう思う・そう思う、5ユ名（76％）、あ
　　　まり思わない・全く思わない、7名（12％）であ
　　つた。（図6）
　3）排便がみられない時の対処
　　　　とてもそう思う・そう思う、45名（67％）、あ
　　　まり思わない・全く思わない、7名（12％）であ
　　つた。（図7）
　4）鼻汁の対処
　　　　とてもそう思う・そう思う、27名（40％），あ
　　　まり思わない・全く思わない、14名（21％）であ
　　つた。（図8）
　5）皮膚トラブル
　　　　とてもそう思う・そう思う、40名（60％）、あ
　　　まり思わない・全くおもわない、10名（15％）で
　　あった。（図9）
　6）退院後、電話相談をしょうとした人、54名（80％）、
　　　しょうとしなかった人、13名（20％）であった。
　　　（図10）そのうち実際に電話相談をした人、40名
　　　（74％）であった。回数は1回26名（48％）、2回
　　10名（18％）、3回6名（11％）、未記入6名（12％）
　　であった。（図11）また、相談時に適切な指導を
　　　うけられたか？については、とてもそう思う・
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　そう思う、65名（97％）、あまり思わない、2名
　（3％）であった。（図12）
7）入院中聞いておきたかったことは、成長発達し
　ていく過程での遅れについて、自宅で過ごす上
　での衛生面・安全面について、排便の性状、お
　しりかぶれについて、母乳・直接母乳指導につ
　いて、ミルクが飲めなかったときの対処につい
　て、という回答があった。また、双子であれ、経
　産婦であれ理解できているか確認して欲しかっ
　た、双子のせいか指導が十分に受けられなかっ
　た、多くの人が不安に感じていることは入院中
　に教えてもらうかプリントしたものが欲しいと
　いう回答もあった。
V考察
　現在、退院指導は児の退院前に面会時間内で、プラ
イマリナースまたはその日の担当看護師が行うことに
なっている。主に、おむつ交換・哺乳介助・沐浴指導・
直接母乳指導を行っている。その他の項目については、
その時の看護師が必要と判断した場合や、その都度質
問を受けた時に補足回答している。
　アンケート結果より、ミルクの飲ませ方については、
95％の人が満足したと回答しており、指導ができてい
たと考えられる。看護師自身、児ヘミルクを飲ませる
ことの方法を心得ており、指導することができたと言
える。その他の項目については、40～76％の人が満足
していると回答しているが、10～21％の人は満足でき
ていないと回答している。これは、個々の看護師の経
験に基づき指導を行っていることから、指導内容によ
っては説明を受けた人と受けなかった人の差が出たと
考えられる。
　私達は、1日3時間という限られた面会時間でしか
保護者と関わることができない。そのため、十分な説
明ができずに退院となるケースも少なくない。しかし、
クラウス・ケネルPが、「母親は、子どもからの信号を
認識できず、不安になり、おそらくすべてのことに無
分別に反応し、したがって疲れきってしまう」と言っ
ているように、退院後に児と一緒に生活することで、
入院中に気にならなかったことでも疑問や不安が生じ’
やすく、様々なことに対して心配になると考えられる。
また、経産婦という先入観より育児に対する知識を持
っていると判断してしまいがちであるが、自由記載よ
り経産婦もまた指導に対する要望を持っていることが
推測される。新生児看護においては、児の看護を行う
と共に保護者への指導も念頭に置き、関わっていくこ
とがとても大切になってくると考える。看護師が児の
抱き方・着衣の方法・授乳法等を実際に見せながら説
明することで、保護者は親としての役割を再認識して
いけるのではないだろうか。
　研究を通し、私達は限られた時間の中で、一定の指
導項目に沿って指導を行うことが必要と考えた。武田
らの研究より、退院パンフレットを使用することで、
電話相談の減少を認め不安の軽減につながったという
報告があったため、NICUでもパンフレットを作成し
指導をすることにした。児一人一人が違った経過をた
どり退院に至っている現状において、今後はパンフレ
ット内容に加え、さらに個別性を加えた指導をしてい
けるよう研究を続けていきたい。
Wまとめ
　初産婦であれ経産婦であれNICU・GCUへ入院した
児を持つ保護者は、退院後の児の成長発達・育児に対
する疑問や不安をいつも胸に抱いている。そのため、
面会時間という限られた時間の中だけでは、十分関わ
りきれない場合がある。一定の指導を行えれば、その
上で、個別性を付け加えた指導ができるので保護者の
育児への不安の軽減につながると考える。今回の研究
を今後のNICU・GCUでの育児指導に役立てていきた
い。
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図1　電話相談内容
　　　　　　未記入
分からない　（2名）4％
全く思わない
　（3名）4％
あまり思わな
　（4名）6％
そう思う
（24名）36％
とてもそう思う
　（27名）40％
図2　ミルクの嘔吐予防の対処
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未記入
（3名）4％
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（25名）38％
図3　嘔吐時の対処
全く思わない
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あまり思わない
　（1名）1％
そう思う
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分からない
（1名）3％
とてもそう思う
　（36名）54％
図4　ミルクの飲ませ方
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図5　ミルクの増やし方
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図6　体温管理について
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図7　排便がみられない時の対処
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図8　鼻汁の対処について
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図9　皮膚トラブルについて
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図10　電話相談をしょうとした人
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図11　電話相談回数
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図12　適切な指導が受けられたか
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